
このお薬は、すい臓にはたらきかけてインスリンの分泌を促し、
血糖＊を下げる糖尿病治療薬です。
低血糖を起こすことがありますので、以下の点にご注意ください。
必ずご家族やまわりの方にも、このお薬を飲んでいることを知ら
せておいてください。
また、保護者の方も、日頃からお子様の様子を観察してください。

＊：ヘモグロビンA1c（HbA1c）、食後血糖、空腹時血糖

グリメピリド錠0.5mg「VTRS」
グリメピリド錠1mg「VTRS」
グリメピリド錠3mg「VTRS」
をお飲みになる患者さんとご家族の方へ

お薬の飲み方
お薬の量や飲み方は、必ず医師の指示を正しく守ってください。
通常、1日0.5～1mgより開始し、1日1～2回朝または朝夕、食前
または食後に飲みます。維持量は通常1日1～4mgで、必要に応じて
適宜増減されますが、1日最高服用量は6mgまでです。
●コップ1杯程度の水またはぬるま湯で飲んでください。
●誤って多く飲んだ場合は医師または薬剤師にご相談ください。
●医師の指示なしに、自分の判断で飲むのをやめないでください。
● �発熱、下痢、嘔吐があり、または食欲がないため食事ができないとき
は、医師に連絡して指示を受けてください。

■お薬を飲み忘れた場合
●2回分を一度に飲まないでください。（低血糖を起こすことがあります。）
●1回とばして、次の通常のお薬を飲む時間に1回分だけ飲んでください。



この他にも気になる症状があらわれた場合には、
医師または薬剤師にご相談ください。

低血糖について
●低血糖とは

	● 血液中の糖分が少なくなりすぎた状態です。　
	● 低血糖が重度になると、けいれんを起こすことや意識を失うこと
があります。

●低血糖が起こったら
	● ブドウ糖（5～15g）または砂糖（10～30g）の入った吸収の良い
ジュース、キャンディなどをすぐにとってください。ただし、アカル
ボース、ボグリボースなどのα-グルコシダーゼ阻害剤を併用して
いる場合は、砂糖は不適切です。必ずブドウ糖をとってください。
	● 高所作業や自動車の運転などの危険を伴う機械を操作してい
るときに、低血糖を起こすと事故につながります。特に注意して
ください。
	● 低血糖症状を起こした場合は、必ず早めに医師または薬剤師に
報告してください。

■保護者の方へ
小さなお子様の場合には低血糖の症状が分からずに、自分で対処
できないことがあるため、「低血糖かな？」と思う症状があらわれ
たときには砂糖やブドウ糖をとらせ、よくならないときは医師に
みてもらうようにしてください。

【低血糖の症状】
●力の抜けた感じ	 ●空腹感	 ●発汗	 ●動悸
●手足のふるえ	 ●頭痛	 ●不安	 ●興奮	
●神経過敏	 ●集中力の低下	 ●精神障害
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